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             河川の水に含まれる、 
酸素量と水生生物には密接な関係があります。 
きれいな水ほど酸素量が多く、水生生物はそれぞ
れ自分に合った河川環境で生息しています。 
この性質を利用し、河川に生息している水生生物
を調べ、その川の水のきれいさや汚れ具合を判断
するのが『 水 生 生 物 調 査 』 です。 

水生生物って?? 
河川の中には、魚類、水生昆
虫類、貝類、 
ヒルやミミズの仲間など、さ
まざまな生きものが住んでお
り、これらを【水生生物】と
いいます。 
 

 

7月25日、丸森橋下流で水生生物調査を実施 
しました。この調査は7月の河川愛護月間に
毎年行っているものです。 
調査の結果、きれいな川に多く生息する、カ
ワゲラやヘビトンボ、ナミウズムシなどを確
認する事ができました。また、稚魚が泳いで
いる様子も確認することができました。 

水生生物採取の様子 

現場からの風景 

採取した水生生物 

水生生物調査は、どなたでも行うことができます。 
水辺に行った際は、下の表を参考に水生生物を探してみてはいかがでしょうか♩ 

ナミウズムシ 

ヒゲナガカワトビゲラ類 ヘビトンボ 
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